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１．概要
　2014年は他院への異動が３月末に１名あったため、麻酔科医は７名歯科麻酔科医１名まで減少した。
４月に当院研修医から２名入局し、７月より１名他院より帰局した。最終的には麻酔科医10名、歯科麻
酔科医１名の体制となった（ただし産休育休取得者が１名）。
　年間の総手術件数は7,931件であり、全身麻酔件数は3,646件であった。麻酔科管理症例は2,306件であ
り、そのうち麻酔科管理の全身麻酔は2,152件であった。麻酔科管理の緊急症例は471件あった。麻酔科
医の人数が減った分、麻酔科管理症例が若干減少した。
　新たに、挿管用気管支ビデオスコープを購入し、McGRATH  MAC が６台に増え、挿管困難対策が
増々充実した。デスフルラン気化器が６台に増えた。現在、麻酔関連機器や薬剤を整備でき、全国的に
も誇れる麻酔環境が整いつつある。幸いにも2015年には、副部長１名、医長１名の赴任予定があり、将
来に向け明るい光がさしてきている。

（第一部長　寺本　友三）
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●麻酔科管理件数 総件数：2,306件
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１．患者監視装置　
　①Philips社製セントラルモニタ
　　IntelliVueインフォメーションセンタ ………１式（２画面）
　②Philips社製IntelliVue MP 50、70、90 ………………（13台）

MX700 …………………………（３台）
MX800 …………………………（１台）

２．手術部門システム　Philips社ORSYS-TETRA 電子カルテと連動
術前術後診察機能、同意書作成機能、血中濃度シュミレーター付、縦型19インチタッチパネルモニ
タ14台、看護端末14台とデータ連係、ステータスモニタ５台、管理端末６台、Web機能によりす
べての電子カルテ端末より参照可

３．超音波診断装置
　①心臓麻酔用GE社製　Vivid i ……………………………　１台
　②中心静脈穿刺用ＧＥ社製　Venue40 Anesthesia ……　１台
　③神経ブロック用ソノサイト社製　S-Nerve ……………　１台
　④神経ブロック用GE社製　LOGIQ e Premium …………　１台
４．静脈麻酔システム
　①テルモ社製ディプリバン専用TCIポンプ ………………　16台
　②テルモ社製シリンジポンプ………………………………　67台
　　（手術室内麻酔科専用分のみ）
　③集中電源装置と架台………………………………………　14式
　　（手術室６部屋分が最新型、手術室８部屋分が通常型）
５．挿管支援器具
　①ペンタックス社製　エアウェイスコープ………………　10台
　②McGRATH　MAC ………………………………………　14台

●主要備品（2015年分も含む）
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学会発表（医局）
＜麻酔科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 発表年月日

1 硬膜外麻酔との関連が疑われた術
後下肢運動障害を起こした症例 筆頭演者 伴野なつ美 日本麻酔科学会東海・北陸支

部第12回学術集会 2014/9/13

2 動注カテーテル挿入手術に併用す
る末梢神経ブロックの効果 筆頭演者 稲生　光春 第42回日本歯科麻酔学会総

会・学術集会 2014/10/12

3
後頭骨頸椎固定術後患者の挿管困
難－気管支ファイバースコープ挿
管が困難であった症例－

筆頭演者 佐野　逸郎 日本臨床麻酔学会第34回大会 2014/11/2



研究会発表（医局）
＜麻酔科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 発表年月日

1 豊橋市民病院における歯科麻酔医
の役割 筆頭演者 稲生　光春 第49回中部歯科麻酔研究会 2014/7/12


